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1 はじめに
近年、携帯電話は、急速に普及し、生活になく
てはならないものとなってきている。また、携帯
電話のディスプレイを利用し、簡単なキー操作に
よって、電子メールのやり取りや、インターネッ
トに接続し、いろいろなWebページを見ること
が可能となっている。現在、日本で最も普及して
いる携帯情報端末はNTTドコモの iモードであ
る。しかし、この iモードにおいて、電子メール
は PCとのやりとりに問題はないが、Webペー
ジの閲覧に関しては、携帯電話ディスプレイ用
にカスタマイズされてる以外はほとんど閲覧す
ることが出来ない。また、閲覧出来たとしても、
PC向けにカスタマイズされているため、横スク
ロールになっていたり、画像を見ることができな
いなど、携帯電話ディスプレイ上で閲覧するに
は不具合が多い。
本研究では携帯電話端末の Javaプログラム（i
アプリ）を起動させることにより、PC向けにカ
スタマイズされているWebページの閲覧が、携
帯電話ディスプレイ上でも可能となるようなシ
ステムを提案する。

2 iアプリによる利点とその目的
Javaプログラムなら、Java仮想計算機環境さ
え準備すれば、どんな環境でも同じプログラム
を実行することができる。iアプリは Javaで書
かれているため、「基本的にどの iモード携帯電
話でも同じプログラムを使うことができる」と
いうメリットがある。

3 提案するシステム
本研究では iアプリ上のシステムであるため、

10Kバイトという、限られた容量の中でのシス
テムとなる。また、iモード上で使用できるタグ
は、限られてくる。しかし、逆にその限られた
タグを指定して取り出したり、記述を変更でき
れば、容量の大きなPC向けWebページを閲覧
することが可能になる。以下に提案するシステ
ムの概要を示す。

1.まず iアプリを起動する
2.その画面上にURLを入力し、そこからWeb
ページを読み込む

3.その際、タグを指定し、容量を越えた画像
ファイルなどの縮小、切り捨てなどを行う

4. iモード用Webページのレイアウトに変換
して画面に表示する

10Kバイトの中に、このWebページを読み込
むプログラムと、読み込むソースの取捨選択を
行うプログラムを組み込めば、シンプルではある
がPC向けにカスタマイズされているWebペー
ジを表示することが、携帯情報端末上でも iアプ
リにより可能となる。

4 システムの実験と考察
本システムでは、NTTドコモのサイトの、iア
プリツールを利用し iアプリを作成した。まず、
書式をHTML方式に直すプログラムを組み、実
機の起動状態をこのツールで試した。図 1は開
発中の画面で、左の画面でURLの入力、右の画
面では入力したURLに接続できる。また、タグ
を読み込むと同時に書式を HTML方式に直し、
表示する。

図 1: 開発中の画面

本研究では、i アプリを起動して、そこから
Webページを読み込み、PC向けにカスタマイ
ズされているWebページの閲覧を可能にすると
いう方法を取った。今回の方法では、事前に見
たいWebページの URLを調べてブックマーク
しておき、コピーして張り付ける、といった手
間がかかる。また、iアプリではスクリプト言語
に対応していないため、全く閲覧できないとい
うこともあった。

5 おわりに
本研究では「iアプリ」に限定してあるが、au
や J-PHONE等、NTTドコモ以外の携帯電話の
利用者が増えてきているため、それらの利用者
にも対応できるシステムにする必要がある。ま
た、スクリプト言語への対応がこのシステムの
課題である。


